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１．小さな少年の冒険（ミンダナオ） 
 
昔々、あるところに、オマールという素敵な若い少年がいました。彼は大変幼い時、両親を失っていました。彼は世話をしてくれる人がいなくな

ったので、彼の伯父の家で生活することになりました。しかし、伯父はその甥に親切ではなく、彼に対して責任を負いたくないし、口減らしをしたいと

思っていました。 
オマールは、伯父とその家族に好かれてなかったので、大変冷たい仕打ちを受けていました。彼は家の掃除、全家族のために

料理を作ったり、衣服の洗濯をさせられていました。彼は、常に鞭打たれ、しばしば食べ物も水も与えられないまま寝かされることになりました。オマールは、大変

悲しくなり、しばしば彼の部屋の暗いすみに座って、泣いたり、傷の手当てをしていました。そして、次に伯父が彼をいじめた時には、逃げ出してやろうと決めました。 
次の日、いつものようにオマールの伯父が若い甥のことを、キチンと家の掃除をしていないということで怒り、彼をたたいて脅しました。泣きじゃくるオマールは、もう伯父からひどい扱いを

受けたくなくて、家を飛び出し、森へ向かって行き、伯父は彼を見つけることができませんでした。 
冷たくて、空腹で、泣いているオマールは、深くて暗い森を通って、歩いて行きました。どこへ行くのか、何が起こるのかも知らず、ついに、彼はきれいな小川にやってきました。

オマールは、大変空腹になり、空っぽのココナッツの殻を取り上げ、川の中の魚でも取ろうとしました。何時間も、彼は何も取れませんでしたが、しかし、ココナッツの

殻の中に、何かが泳いでいるのを見て、急いで水から引き上げました。オマールが殻の中を見ると、捕まえたのは魚ではなく、小さなエビであることがわかりました。オマールは川のほとりにエビを置いて、

上流でもっと魚を取ったあとで帰って来ようと決めました。 
暗くなりはじめた頃、魚がちっとも取れなくて、オマールは、小さなエビを残していた所へ帰ってきました。そしてその小さなエビを見た時、彼が驚いたことには、それはもはや小さなエビではなく、最初の

大きさの４倍くらい大きくなっていました。「この大きくなったエビは、おいしいごちそうになるぞ！」とオマールは思いました。そして火をたいて、大きくなったエビの調理の準備をし、彼が燃える火の上に、

今まさにエビを置こうとした時、オマールは小さな声を聞きました。「私を食べないでください。」それはかん高い声でした。「誰が言ったんだ？」驚いたオマールが叫びました。あたりを見回しましたが、だれもいませ

ん。「私です。」その小さな声がしました。オマールは、彼の手の中にいるエビを見ました。「君が言ったのか？」とオマールは問いました。「はい。」と、そのエビは言いました。「私を食べないでください。私はあなたを助けて、すばらしいことをしてあげ

ますから、約束します。」オマールは、話しかけてくるエビにどう答えたらいいかわかりませんでした。「どうやってぼくを助け、ぼくにすばらしいことをしてくれるんだ？」と彼は聞いた。エビは答えた。「となりの小川に、私のために穴を掘って下さい。そうしたら、あなたは

寝なければなりません。朝、私のために帰ってきてくださった時、私は、あなたの生涯をまったく変えるように驚くような旅に連れて行ってあげます。」 
もちろんオマールはエビの言うことを信じませんでした。しかし、ともかくそのエビの言う助言に従うことにしました。彼はエビにために穴を掘り、そして森へ行って、葉っぱのベッドを作って横たわり、一晩

眠りました。 
次の朝、オマールが起き上がった時、彼は早速小川へ帰って、エビに何が起こったか、見に行きました。彼が全く驚いたことには、エビは

今や馬のように大変大きくなっているのを見たのです。エビはオマールに彼の背中に乗るように言い、オマールはそうしました。そしてふたりは信じられない旅に出たのです。「ぼくたちはどこへ行っているんだ？」

好奇心をそそられたオマールは聞きました。というのは、高い山を越え、深い谷を通って行ったからです。「私は海に行かなければなりません。」とエビは答えました。「特別な使

命を果たすために。」 
ついにオマールとエビは、山のふもとにあるテヌウェという村に来ました。しかし、村は荒地になっていて、どこにも生命の気配はありませんでした。オマールは長い旅をするうちに、若者になっていましたが、彼は

壁に掛けられていたトゴと呼ばれる楽器を見ました。オマールがトゴを叩くやいなや、若く美しい少女がトゴから出てきました。「どうぞ、トゴを叩かないでください。」若く美しい少女は

嘆願しました。「君は誰？」と驚いたオマールは聞き、続けて聞きました。「そして、この村の人々には何が起こったんだ？」 
その少女は大変悲しくなって、言いました。「私は村のたったひとりの生き残りです。私の名前はライザ。村の指導者はバンダーと言って

私の父でした。この山はトコルノンゴという大きくて恐ろしいイノシシに牛耳られています。そいつは家のような大きさで、水牛の角のような大きさの牙を持ち、そいつの轟きは、それを聞いた

人を誰でも震え上がらせるような叫び声でした。数日前、トコルノンゴは私の村へ来て、血に飢えていました。そいつは村のみんなを殺して食べました。私の

父も含めて。私はトゴの中に隠れて、何とかトコルノンゴを避けることができました。もし、あなたがトゴを叩くと、トコルノンゴがそれを聞いて、私たちを食べるために、村へ帰ってきます。」 
オマールは、その若く美しい少女が大変気の毒になりました。特に、彼女が大変愛していた父を失ったことについては。オマールは、それが両親

を失ったことであると知りました。「私たちで彼女を助けなければならない。」オマールはエビに呟きました。「そうですね。」とエビは答えて、大きな剣を殻の中から取り出し、それを差し出したので、オマールは驚きま

した。オマールが手に剣を持つやいなや、雷のおおきなとどろきが起こりました。目をくらますように稲妻の光が空に放たれ、剣にあたり、灯台のように輝きました。オマールは力がわいて、勇

気が体の中にみなぎっているのを感じました。 
「さあ、トゴを叩きなさい。」とそのエビは命じました。「それを強く叩くんです。すると隠れ家が見つかります。他の音は立てないでください。」ライザはできる限り強くトゴを叩きました。そして、その音は山じゅうにこだましました。

彼女は走って、できるだけ静かに隠れました。地面は震え始めました。トゴを聞いて、恐ろしいトコルノンゴが、人を食べに村へ向かい始めたのです。 
オマールは、猛烈なトコルノンゴを見て、恐れました。それはとても大きくて、恐ろしいので、こんな恐ろしい生き物を負かすことなどできるとは思いませんでした。その巨大はイノシシはオマールを見て、まっすぐに突

撃して来ました。オマールは突撃してくる生き物を横に避けて、彼の剣で、そいつの頭を強く叩きました。オマールは、自分に授かった新しい力と

迅速さに驚いていました。それは、彼を風よりも速くしたのです。彼は、力のあるトコルノンゴをもう一度叩き、七つの丘と六つの谷の向こうまで、飛ばしてしまいました。しかし、トコルノンゴはそう

簡単に負けることはありませんでした。そしてオマールが瞬きをするより早く、残酷なイノシシは、もう一度彼の前に立ち、前よりも怒っていました。 
また、トコルノンゴは突撃し、また、オマールは彼を避け、その頭を打ちました。しかし、その強打もこの野生動物には効果がなく、また現れて、トコルノンゴを負かすことはできませんでした。「そんなことでは、

あいつは殺せません。」そのエビはオマールにイライラして叫びました。「あなたは、あいつの影に向かわなければなりません。それだけがあいつを殺す方法です。」オマールは、エビが助言したとおりに行って、彼の強い剣で、トコルノンゴの影を打ちました。

恐ろしく吠えて、巨大なイノシシは地面に落っこちてつぶれ、即時に死にました。 
勝ったオマールは、死んだイノシシの大きな胃を裂いて開き、数日前にその生き物が食べたすべての村人の骨や頭蓋骨をばらまきました。エビは

魔法の粉をその殻から取り出して、人間の骨の上に撒き散らしました。オマールとライザのビックリまなこの前で、骨や頭蓋骨には、肉と皮ができ

て、また人間になりました。村人たちはみんな生き返りました。ライザは父のバンダーや隣人友人たちと再会できて、嬉しくなりました。 
バンダーと村人たちは、彼らが生き返れたことをオマールに感謝し、村人と留まって、祝うように願いました。しかし、エビは、オマールに、やらなければならない使命があるので、村を出て、

海まで旅を続けなければならない、と言いました。 
そして、オマールはエビの背に乗って、彼らは村を出ました。ライザはオマールが出て行くのを見て悲しみました。オマールとエビは何ヶ月も旅をし、暗い森を抜け、広大な

平原を横切り、高い山を登り、深い谷を降りました。そしてある日、浜辺、キラキラ輝く海に着きました。 
疲れたオマールは、エビの背から降りました。「どうして我々はここに来たんだ？」オマールは興味深く問いました。エビは答えました。「ここに来たのは、タンダヤという大きな魚と闘うためです。あいつは私の

両親を殺しました。」オマールは彼の剣に手をやりました。「ぼくは、その化け物と闘う君を助けるよ。」と彼は言いました。「ダメです。」とエビは答えました。「私はひとりで闘わなければなりません。でも、あなたが私に

できる特別なことがあります。」もちろんオマールはエビのために何でもやることに同意しました。「あなたは私と約束しなければなりません。」エビは続けて、「もし、また私を見たなら、あなたは私の頭を割かなければなりません。」オマールは困惑して

答えました。「どうやって最高の友だちの頭を割れるんだ？」しかし、エビは執拗に要求しました。「私の動機を質問しないでください。ただ、私が頼んだように、あなたがする、と

約束してください。」イヤイヤながら、オマールはエビの不思議な要求に同意しました。 
エビはオマールの友情に感謝し、海の中へ歩いて行き、波の下に消えました。オマールは友だちが行ってしまったことを悲しみ、もしまた彼に会ったらどうしよう、と考えていま

した。二日二晩過ぎましたが、エビからの音信はありません。 
三日目、オマールは海を見て、水が泡立ち、煙って、まるで水の表面のずっと低いところで、騒動があったように見えました。すると水は、大き

な渦を巻きはじめました。水は、大波のように空まで高く巻き上がります。するとすぐに彼は、エビが大きな化け物のような魚によって、空に投げ出されるのを見ました。

鯨かサメか、巨大なイカのように、醜い十字架の形をしていました。エビと怪物魚は何日も何晩も休むことなく闘いました。心配なオマールは、

海岸に座って、闘いを見ていました。そして、エビを助けるときを待っていました。しかし、闘いをしている時、邪魔をしないように言っていたのを思い出しました。 
するとある朝、オマールは起きて、怪獣魚タンダヤが死んで横たわって、血まみれになっている砂浜の上の体を見ました。彼は浜を走り、彼の友、

エビの様子を探しました。そして、オマールは最も悲しい姿を見ました。彼の友、エビは砂の中で死んでいました。オマールは死んだエビのそばにひざまずき、泣きはじめました。オマールは悲しい別れを友

人に告げました。そして、彼は剣を取り出し、最後の約束を果たす準備をしました。オマールは、すばやくエビの頭を割ったのです。 
すると、強い風がどこからか吹いて、浜を通り始めました。その風は死んだエビの体を空高く持ち上げ、視界から消えました。少し経って、オマ

ールは東の方を見ました。そちらから、何かが彼の方に飛んできているのが見えました。その物体が近づくと、オマールはそれが大きな飛ぶハンカチだったのに驚きました。大きなハンカチは、それを不思

議に思っているオマールの前に着きました。そして、老人と若く美しい少女がハンカチから降りて来ました。 
「驚かないでください、オマール。」とその老人は言いました。オマールは、老人が彼の名を知っているのに驚きました。老人は横の若く美しい少女を

指して「これは、私の娘、バンダで、私は君が彼女に親切で、忠実であったので、あなたと結婚させます。」オマールは、老人が言っていることがわかりませんでした。「でも、私は今

日まで、あなたの娘さんと会ったことがありません。」と彼はぎこちなく語りました。老人は笑って説明しました。「おばけ魚タンダヤは悪い魔女で、私の妻を殺し、バンダをエビに変

えました。バンダは、タンダヤの窮地を逃れて、海から逃げ、小さな川の中に安全な所を見つけました。それをあなたが見つけたのです。魔女の呪いを解いて、元のバンダにもどる

には、タンダヤを殺し、最高の友と信じている人に彼女の頭を割ってもらうことしかなかったのです。あなたがその友であり、私たちの家族をもう一度しあわせにしてくれたことを感

謝します。」 
やっとオマールは理解し、幸せに美しいバンダの手をとって、口づけをしました。バンダと結婚し、共に残った生涯を歩むことほど、しあわせなことはありません。老人は大きなハンカチに

乗り、オマールと娘に合図して、「来なさい。黄金の地として知られている所へ行き、そこで私は妻と再会できます。そこでは、人々は、平和に、調

和して、幸せに暮らしています。 
オマールとバンダは老人と一緒にハンカチに乗って、それはゆっくり空にあがり、黄金の地へ向かいました。オマールとバンダは、その後、ずっと幸せに暮らしました。 
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